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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、都心部に新たに発生したフードデザート市場をめぐる消費者を含め
たプレイヤー間の競争（相互作用）の全体像の一端を明らかにすることができた点である。具体的には、小商圏
における小売業者間の競争の帰結としての買い物客の顧客満足に関する定量調査を実施することで、都心のフー
ドデザートにおける新規・既存小売業態を主役とした周辺産業を巻き込んだ競争がどのような顧客価値を実現し
たのかを明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：The significance of this study was to explore the interaction between 
players that includes consumers. We focused on the customer satisfaction as a consequence of 
competition between retailers in a small business area. Quantitative analysis of factors affecting 
customer satisfaction was conducted and some important factors affecting customer satisfaction were 
identified.

研究分野：流通
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、小売業態が生成するプロセスにおいて新規・既存業態がどのように競争し、どのような
顧客価値を生み出したのかを明らかにした点である。小売業態の生成については、既存研究ではいくつかの有力
な説明がなされているが、その多くは事業者側にのみ焦点を当てている。その中で、顧客である消費者側の行動
や認識も含めて業態の生成を議論する研究も生まれてきており、本研究はその延長線上に位置づけられる。具体
的には、事業者間の相互作用とその帰結としての顧客満足に焦点を当てたことが本研究の貢献と言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

小売競争はかつてないほど複雑になっている。その理由は第１に、チェーンオペレー
ションを採用することで小売業が大規模化したこと、第２に、消費市場が成熟化して多
様化するのに合わせて多様な小売業態が生まれたこと、そして第３に、グローバル化に
伴い小売業の国際化や外資系小売業の日本市場への進出が増えたことが挙げられる。従
来の小売競争は、同じ商材を扱う商業者同士が競合していただけであったが、現在では、
同業態のチェーン店同士が競争しているのに加え、異なる業態間同士でも同じ商材を扱
うことで顧客を奪い合っている。近年では、駅ナカなどの特殊立地の店舗やインターネ
ットショッピングが普及することで、小売競争を学術的に議論することがますます難し
くなってきている。 
以上の背景のもとで、市場（いちば）や商店街といった伝統的小売業の長期的衰退傾
向に拍車がかかっている。同時に、大規模資本を背景にもたない独立系小売業者やリー
ジョナルチェーンを展開する地元小売業者も、大規模小売商との差別化を強調できない
場合は、小売市場から退出せざるを得ない状況が生まれている。その結果、都心や郊外
部では、生鮮食料品を購入する店が身近にないエリアを指す「フードデザート」が生じ、
自家用車や電子商取引に関するリテラシーといった買い物に必要な手段を持たない
人々が買い物弱者となり社会問題化している。 

 
２． 研究の目的 

本研究の目的は、フードデザート市場をめぐる新規・既存小売業態の競争プロセスに
焦点を当て、そこで事業者がどう行動し、どのような相互作用が生じているのか、その
結果、どのような顧客価値が実現しているのかを明らかにすることである。 
近年、都心部や郊外部で発生しているフードデザートは、新たに出現した新市場とみ
なすことができ、この市場をめぐる小売業を中心とした事業者間の競争プロセスを分析
することで、商業・流通における標準化の進展がどのような現実を生み出しているのか、
その一端を明らかにすることができると考えられる。 

 
３． 研究の方法 

本研究では 2つの異なる研究アプローチを組み合わせる。ひとつはフィールド調査に
基づく定性分析で、もうひとつは質問票調査に基づく定量分析である。 
定性分析では、特定商圏において競合関係にある事業者にヒアリングを実施すること
で、競争によって生じる事業者間の相互作用を明らかにする。研究を推進するには調査
対象エリアの選定が重要になるが、それには周辺人口や小売店舗の出店状況といった地
理的データを整理して活用する。 
定量分析では、多様な業態が競合関係にある特定の小商圏を対象に、消費者に対して
店舗の顧客満足に関する質問票調査を実施し、競争の帰結の一つの指標として顧客満足
に着目し、それ影響を与える諸要因を定量的に分析する。分析手法には、多くの学術研
究が採用してきた統計的因果分析に加え、因果の非対称性や要因間の複雑な相互作用を
考慮できる質的比較分析（QCA: Qualitative Comparative Analysis）も採用する。 

 
４． 研究成果 

本研究の成果は、フードデザート市場をめぐる消費者を含めたプレイヤー間の相互作
用の全体像の一端を明らかにすることができた点である。具体的には、小商圏における
小売業者間の競争の帰結としての顧客満足に関する定量調査を実施することで、都心の
フードデザートにおける新規・既存小売業態を主役とした周辺産業を巻き込んだ競争が
どのような顧客価値を実現したのかを明らかにすることができた。 
本研究の学術的意義は、小売業態が生成するプロセスにおいて新規・既存業態がどの
ように競争し、どのような顧客価値を生み出したのかを明らかにした点である。小売業
態の生成については、既存研究ではいくつかの有力な説明がなされているが、その中で、
事業者間の相互作用とその帰結としての顧客満足に着目する意義を指摘したことが本
研究の学術的な貢献と言える。 
顧客満足に影響を与える具体的な要因を定量的に明らかにしたことは、本研究の社会
的意義すなわち実践的貢献と言えるだろう。 
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